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序

2αコ4年春に2α)4""2α)5年度研究会事業として承認された当研究会は、2α)5

年に当学会創立 10周年を迎えることもあって、学会英文名称「コーポレート・コミ

ュ二ケーション」の、少なくとも現時点におけるデファクト・スタンダードを解明し

ようとして始まつだ。したがって、当初の研究会メンパーの誰もが、本報告書上梓時

点では、 《コーポレート・コミュ二ケーション》あるいは 《広報》の考え方についてエ

ポック・メーキングな報告・提案をしようという意気込みを抱いていた。

しかし残怠ながら、結果としては「コーポレート・コミュニケーション」の概愈規

定すら研究会の総意として提案するまでに至らなかった。理由は、論議を重ねれば重

ねるほど、企業へのヒアリングをすればするほど、またグローバルに概観すればする

ほど、現実の「コーポレート・コミュニケーション」という言葉の認識が多揮であっ

たからである。

だが、研究会メンバーの個人レベルでの研究を含めた、この2年間の研究成果をま

とめた本報告書は、「コーポレート ・コミュニケーション」研究の基礎資料としての役

割は果たし得ると思う。特に r((広報》の歴史の概観Jrこれからの 《広報》のf錯ト

使命Jr経営者の 《広報》に苅する理解の必要性」といった点では、本報告書は理論と

実際の両面で十分に参考となるものと自負する。

当学会誌『広報研究』第 10号 (2α)6年刊)の「創立 10周年記意特集」を併読

なさることで、「コーポレート・コミュ二ケーション」なかんすく 《広報》への “深い

霧"が少なからす晴れていく役割を栗だすと信じている。

企業に代表される組織体が、社会との共生を目指し、社会と誠実に対話する環境づ

くりに、本報告書が僅かでも役立つことを怠じて止まない。

2αコ6年 8月

「コーポレート・コミュ二ケーションの理論と実態」研究会主査

域I ..紀
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.コーポ レート・コ ミュニケーションにおける経営 トップの役割と責任/八木 誠 207 

-対内広報 ・コ ミュニケーションに見る経営 トップの広報マインド/検舘久宣 215 

《広報教育研究》 句

-随想:広報活動の鑑/寺門克

・「技術広報Jの視点からの考察/萩原 昇
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222 

225 

237 

245 

[注1* 1 r依頼論文」の 3論文は、それぞれの筆者が本報告書の目的に賛同され、特別な配慮の下に

寄稿してくださった。よ野の論文は当研究会における講演 (2∞6年2月 17日)速記に大幅

に手を加えてくださった。猪狩の 2論文は共に同年3月 13日開催の第 37回広報塾の打ち合

わせの中で、主査が「コーポレ 卜・コミュニケーション研究の共通認識Jとしてまとめて

ほしいと懇願したもので、「広報の定義Jは、『広報研究』第 10号 (2006年)所収論文の転

載のご手配をして くだされ、「文献解題Jはその後短期間で書き下ろしてくださった。

* 2 << >>で囲んだ論文の分類見出しは、読者各位が論文を比較検討するうえでの利便性を考え

て、編集委員会が後付けしたものであって、当初からこの分類があって、その分類に応じて

寄稿されたのではない。

*3 当研究会「中間報告書J(2005年6月)所収論文のうち、コーポレート コミュニケーシヨ

ンの概念・領域研究の参考資料として、本報告書にも再録すべきだと主査が判断したもので、

再録に当たって執筆者に修正の有無を問うたところ、各執筆者とも、表現が不十分だったと

して数カ所修正を加えられた。

*4 東洋大学『経営論集』第 66号初出。主査が筆者に本報告書に収録したい旨を伝え、東洋大

学の許可を得ていただき、転載した。
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